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第２号様式 

会 議 録 （概 要） 
 

１ 会議名 第2回和島地域コミュニティ推進準備委員会 

２ 開催日時 令和4年8月30日（火） 19:00～20:15 

３ 開催場所 和島保健センター１階検診ホール 

４ 出席者名 
【委員】15名 

    中村 義久  委員 

    菊地 恵美子 委員 

中村 陽子  委員 

    早川 昌美  委員 

佐々木 清  委員 

八子 明美  委員 

久住 博   委員 

佐々木理江子 委員 

    早川 亜由美 委員 

平澤 勝司  委員 

佐々木 和真 委員 

久住 純也  委員 

相崎 千紗  委員 

岩田 正行  委員 

外山 宏子  委員 

【長岡市（事務局）】 

    金垣和島支所長 

和島支所地域振興・市民生活課 池田課長 

        早川係長 

                   池田主査 

                   松本技師 

    市民協働推進部市民協働課  勝沼課長補佐 

【オブザーバー】 

    ながおか市民協働センター 渡辺センター長 

５ 欠席者名 
山田 幸司 委員 

羽鳥 仁一 委員 
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６ 議題 （議題） 

(1) 部会報告 

(2) コミュニティ協議会事業について 

(3) コミュニティセンター施設について 

７ 会議結果 

の概要 

(1) 部会報告 

  これまでの各専門部会の活動進捗についての報告、質疑応答する 

(2) コミュニティ協議会事業について 

  資料内容について質疑応答する 

(3) コミュニティセンター施設について 

  資料内容について質疑応答する 

８ 内 容 

 

 

事務局長 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

【１開会】 

 

  （省略） 

 

【２あいさつ】 

 

  （あいさつ）   

  

【３議題】 

 

(1) 部会報告 

 

（資料説明） 

 

スポーツ・文化・健康福祉の部会で部会長が決定しましたので、今回会議か

ら当委員会の委員として参加していただいています。まず各部会長さんから

自己紹介や部会の進捗報告をいただければと思います。 

 

スポーツ部会の部会長となりました佐々木です。 

これまでも和島地区スポーツ協会の会長としておりますが、今回のコミセン

準備の中で、スポーツ教室代表者やスポーツ推進委員等、これまで交流のな

かった方々とも一緒になって活動を進めております。 

部会の皆さんも一緒に活動するのは初めての方が多いですが、非常に協力的

で、今年度のプレ事業として 11 月 27 日にスポーツ教室の体験会を開催する

計画でまとまっております。 

体験会では、地域の子供達をメインのターゲットとして、初めて行うスポー

ツの楽しさから地域の交流が広がっていけばと考えていますし、部会の参加

者もスポーツ教室・団体が多いので、この事業をきっかけに来年度に向けた

準備が進んでいけばと思っています。 

 

文化部会の部会長となりました菊地です。 

私自身はよさこいの団体で活動していますが、これまで 2 回ほど部会を開い

た中でも、部会の方々の名前や活動内容をわからないこともあって、活動を

PR してお互いに知っていくのは非常に大事だなということを感じています。 

その中で、プレ事業として 10 月 22 日の生涯学習フェスティバルに合わせて

各団体のＰＲ動画とパンフレットを作成する他、作品の制作体験会を行う予

定です。部会の協議を進めていく中で、徐々に活発に意見が出るようになっ

てきて、非常に良い雰囲気になってきているなと感じています。 
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委員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員長 

 

 

 

 

 

事務局 

 

委員長 

 

 

健康福祉部会の部会長となりました八子です。 

私自身は、自分の楽しみとして集落の健康体操のサークルで活動していまし

たが、部会長ということで、部会の皆さんに協力いただいてなんとか進めて

いるところです。 

健康福祉部会の参加者は、集落の健康サロンや健康体操のサークルが多く、

自分の健康のために楽しんで活動されている方が大部分です。今回のプレ事

業では、まずは健康体操の体験会を、部会の皆さんをメインのターゲットと

してやってみようということになりました。 

他の部会と違って年齢層が高めな印象があるんですが、まずは部会の参加者

の交流を進めて、ゆくゆくは健康と食事、健康と運動など、色んな分野と結

び付けて、和島の健康に繋がる活動になっていければ、と部会内で話してい

ます。 

 

各部会より御報告いただきましたが、コミュニティ推進のためには部会の力、

部会の中の横の繋がりというのがすごく大事だと思います。部会の活動がス

ムーズに進むように、委員会としてもバックアップしていきたいと思います

ので、よろしくお願いします。 

現在、各部会でプレ事業の検討していますが、次の議題でお話しする、「企画・

調整委員会」での部会横断的な意見交換・調整を行っていくことで、皆さん

からいろんな意見を出していただきたいと思います。 

 

 

(2) コミュニティ協議会事業について 

 

（資料説明） 

 

説明にもありましたが、昨年までの検討の中で、令和５年度からの体制の中

に、協議会事業や予算について各部会からの代表者全８名で意見交換・調整

を行う「企画・調整委員会」があります。 

例えば、先ほども今年度のプレ事業について報告がありましたが、各部会の

体験会を複数の部会で一緒にやってみたらどうかとか、健康に関する講演会

をスポーツ部会と一緒にやったらどうかとか、部会間の協議の場が期待され

ているところです。 

協議会予算を有効に活用するために、最終的な決定は、ＰＴＡ会長さんや学

校の校長先生等、地域の様々な団体のに参加していただく「運営委員会」で

行いますが、その議案を部会の皆さんから「企画・調整委員会」で実施した

い、ということです。 

委員の皆さんから御意見や御質問ありますか。 

 

（意見・質問なし） 

 

実際にスタートしないとわからない部分もあるかと思います。プレ事業や来

年度事業の検討の中で、この仕組みを実際にやってみてはどうかと思います。 

 

 

(3) コミュニティセンター施設について 

 

（資料説明） 

 

３階の多目的ホールは、既存の床構造の制約から床を高くするなど大きな変

更があったようですが、活動団体の要望であるフラットな床を最大限に確保

した内容ということでしょうか。天井の高さは問題ないでしょうか。 
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事務局 

 

 

 

委員長 

 

 

 

事務局 
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事務局 
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委員 

 

 

事務局 

 

多目的ホールの既存床構造のために床が高くなってしまいますが、使用には

支障がない高さを確保できますし、フラットな床面も約 100 ㎡確保できてい

ます。 

 

コミュニティセンターの利用については、使用時間や料金は資料にあるとお

りで決まりなんでしょうか。コミュニティ協議会に加盟する団体にメリット

があったりするような、和島地域独自の内容に変更はできないのですか。 

 

開館時間や休館日、使用料は条例に記載されているものです。センターの利

用について、加盟団体に差をつける等、協議会に加入するメリットとするの

は難しいと思います。 

 

コミュニティ協議会だけでなく、営利目的でなければ地域のいろんな団体が

利用できると考えて良いのでしょうか。 

 

協議会がその事業や会議で利用するだけでなく、例えばスポーツ協会の会議

であるとか、サークルの活動で申請していただけば使用していただけます。 

 

その他、施設の設計について御意見・御質問ありますか。 

 

（意見・質問なし） 

 

用意された議事は終了しましたが、その他、何かありますか 

 

コミュニティセンターのPR方法のアイディアについてお聞きしたいと思いま

す。先月にも、コミセンや協議会活動についての PR チラシを地域内に全戸配

布しましたが、これからも様々な方法で PRしていく必要がある中で、PR チラ

シ以外にどのような方法があるか、御意見いただければと思います。 

専門部会の協議等でも、「何のためにコミュニティセンターを作るのか」、と

いう質問が依然としてある中で、継続して効果的な PRを粘り強くしていかな

ければと考えているところです。 

 

主な方法としてはチラシになってしまうのではないでしょうか。その中で、

何をＰＲするのかが大事だと思いますので、なぜコミセンを作るのか、コミ

センがないとどうなるのか、というのが疑問の中心なのではと思います。 

施設が使えるかどうかではなく、コミセン活動を通じて横の繋がりができる、

とか繋がりの中でこんな活動ができるとか、しないとこうなってしまう、こ

ういう活動が必要なんだということを PR するしかないのかなと思います。 

 

部会でも、事業の参加について意思表示しないサークル・団体は、いくつか

あります。今回のプレ事業の計画を示しても反応がなく、コミセンに参加す

ることのメリットが何か、示してあげることが大事だと思います。 

 

今年からこの準備委員会に参加しているのですが、他の地域でこんな成功し

ている事業があるとか、そういう活動の例のような情報をもらえれば活動に

ついて理解しやすくなると思います。 

 

今意見があったような事業の例を、準備委員会だけでなく地域の一般住民の

皆さんにもお示しして、関心を高めていくのはどうでしょうか。 

 

チラシは毎月出す予定ですので、本日いただいた御意見を参考に、地域の皆
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委員長 

 

 

 

 

委員長 

 

さんの意欲を喚起できるような内容にしていきたいと思います。 

また、他のコミセンの事例についてはコミセンだより等で事業実績を示して

いる内容を参考に準備して、お示ししたいと思います。 

 

その他、委員の皆さんや事務局から特になければ、今日の委員会は終了とし

たいと思いますがいかがでしょうか。 

 

（意見なし） 

 

また次回の会議については改めてご連絡いたします。 

今日は本当にありがとうございました。 

 

９ 資料等 別添のとおり 

 


